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あ　と　が　き
　冬季オリンピックにおける久々の金メダルは最近の快
挙である．報道される範囲では，オリンピックという従
来いわれていたプレッシャーをまったく感じていない様
子や周りの懸念など意に介さず自分の気持ちを素直に表
現するインタビューなど，これまでのわが国のメダリス
トたちとは異質の若々しさと新しい日本人が生まれっっ
あることが感じられ頼もしく思われた．相も変らず汚職
やら疑惑やらを繰り返し続けている政治の世界を除け
ば，21世紀に新たな望みがかけられるような気がする．
　本号は，15編の原著をふくむ盛り沢山な内容になっ
た．投稿は8科（10講座）からなされており，有意義
な学内における知識交流とともに，本学の学問的水準を
外に慮れきする目的に適う一巻になったと思われる．
　巻頭言は岡田　晃先生からいただくことが出来た．現
在，幾多の分野でわが国の国際貢献が真剣に議論されて
いるおりでもあり，学術研究における国際貢献に関する
ご意見は示唆に富むものであった．学術研究の成果は国
境を越えて全人類が共有すべきものであり，その手段と
しての国際協力の有用性を述べられる一方で，国家単位
で国際貢献を成そうとするとき日本にその資格があるの
か疑問を投げ掛けておられる．国内的な足元をかためた
施策と相手の十分な受容が基本であること，まさにその
通りであろう．
幹事会（要旨）（平成4年1月）
1．幹事会役員の就任について報告があった．
　　内野善生（業績目録委員長）
　　斎藤利彦（臨床懇話会委員長）
2．第129回医学会総会が平成4年6月19日（金），
　20（土）に開催されることが決定した．
　　当番教室　微生物学教室，臨床病理学教室
3．臨床懇話会報告並びに予定の報告があった．
4．東京医科大学雑誌の編集は，50巻1号から論文の受
　理年月日順に掲戴することとなった．（ただし，欧文
　論文は，日本語論文の前に掲載する）
5．第50巻～51巻あとがき担当者の順序について，原
　案通り実行することとなった．
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